
四
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て

回
収
し
た
土
の
う
を
ダ
ン
プ
カ

ー
に
積
み
替
え
て
袋
か
ら
取
り

出
す
作
業
は
、
井
原
大
橋
下
で

午
前
八
時
よ
り
開
始
。
役
員
ら

は
、
不
適
切
な
物
が
混
入
し
て

い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
、
約
５
ト
ン
の
土
砂
を
搬
送

し
た
。

例
年
行
っ
て
い
る
消
火
器
の

薬
剤
交
換
は
、
消
防
法
改
正
に

伴
い
、
自
治
会
が
所
有
す
る
計

六
十
二
本
の
消
火
器
を
十
年
間

有
効
な
新
型
へ
切
り
替
え
る
こ

と
に
な
り
、
三
年
以
内
の
完
全

実
施
を
目
指
す
。
一
年
目
の
今

年
は
期
限
切
れ
を
含
む
二
十
本

（
一
本
六
千
五
百
円
）
を
交
換

し
た
。

井
原
市
役
所
南
駐
車
場
を
集

積
場
所
に
借
り
て
六
月
五
日
、

倉
掛
少
年
団
の
春
季
資
源
回
収

が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
五
十
人

が
参
加
し
た
。

午
前
八
時
、
団
員
ら
は
村
上

達
也
育
成
会
長
か
ら
「
き
ょ
う

の
奉
仕
作
業
は
資
源
回
収
で

す
。
四
班
に
分
か
れ
て
行
い
ま

す
が
、
ク
ル
マ
が
動
い
て
い
る

と
き
は
絶
対
、
荷
台
に
乗
ら
な

い
よ
う
安
全
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
の
説
明
と
注
意
を

聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域

へ
と
向
か
っ
た
。

七
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し

た
団
員
と
育
成
会
員
は
、
家
々

か
ら
出
さ
れ
た
古
新
聞
や
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

な
ど
を
回
収
し
て
業
者
の
ト
ラ

ッ
ク
へ
積
み
込
む
作
業
に
一
生

懸
命
。
汗
を
流
し
な
が
ら
約
16

ト
ン
を
運
ん
だ
。

育
成
会
の
山
元
幸
治
副
会
長

は
「
地
域
の
皆
様
に
は
前
も
っ

て
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
感
謝
し
て
い
た
。

井
原
市
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
市
内
十
三
地

区
へ
平
成
二
十
五
年
三
月
末
ま

で
担
当
職
員
計
二
十
六
人
を
推

進
員
と
し
て
派
遣
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
組
織
化
、
リ
ー
ダ
ー

養
成
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進
員
の
派
遣
、
市
民
と
市
長
の

対
話
、
協
働
意
識
の
醸
成
、
市

職
員
の
意
識
改
革
が
主
な
柱
。

推
進
員
は
市
民
と
協
力
し
て
地

域
の
問
題
解
決
を
図
り
、
行
政

と
の
連
絡
調
整
等
に
当
た
る
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
五
月
十

三
日
午
後
、
事
業
主
が
倉
掛
地

内
へ
居
住
し
て
い
な
い
店
舗
や

事
務
所
な
ど
を
回
り
、
自
治
会

費
の
拠
出
を
要
請
。
本
年
度
も

全
事
業
所
の
協
力
を
得
た
。

同
連
合
会
の
谷
和
政
会
計
は

「
今
年
は
集
金
に
伺
う
こ
と
を

前
も
っ
て
文
書
で
お
知
ら
せ
し

た
。
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
。
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〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／倉橋一郎

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

地
区
住
民
が
五
月
二
十
二
日
～
二
十
九
日
に
実
施
し
た

側
溝
清
掃
の
土
砂
積
み
込
み
が
六
月
五
日
、
自
治
連
合
会

役
員
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。 倉

掛
全
域
で
溝
掃
除

各
地
区
へ
職
員
派
遣

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
ス
タ
ー
ト

消
防
団
第
３
部
が
六
月
五

日
、
倉
掛
夏
目
両
地
区
に
点
在

す
る
約
五
十
ケ
所
の
消
火
栓
の

位
置
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
の
ペ
イ
ン
ト
作
業
な
ど
を
実

施
し
た
。

試
運
転
を
兼
ね
て
出
動
し
た

団
員
ら
は
こ
の
日
、
計
四
カ
所

の
暗
渠
に
堆
積
し
た
土
砂
を
除

去
す
る
な
ど
、
衛
生
環
境
の
向

上
に
貢
献
し
た
。

井
原
分
団
第
３
部

自治連合会

井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

が
「
つ
ど
え
～
る
ク
ラ
ブ
」
の

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

施
設
を
預
か
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係

者
に
よ
る
と
「
入
会
者
は
つ
ど

え
～
る
の
提
供
す
る
様
々
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
が
あ
る
、
パ
ソ
コ
ン
を
始
め

た
い
と
い
う
方
に
は
ピ
ッ
タ

リ
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
勉
強

会
や
講
演
会
の
企
画
運
営
に
も

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
会
員
を
募
集
し
ま
す
」

つ
ど
え
～
る 少年団春季資源回収

雑誌や古新聞などを業者のトラックへ積み込む
団員ら＝井原市役所南駐車場

土砂が入った大量の土のう袋を積み替えて中身を取り出す役員

消
火
栓
に
塗
料
を
塗
る
団
員
＝

写
真
右

倉
掛
公
園
付
近
の
暗

渠
清
掃
＝
写
真
下

▲

井原 市

事
業
所
自
治
会
費

全
事
業
所
が
協
力

「こ の 日 は 体 力 勝 負 … 」



五
月
二
十
二
日
の
第
十
二
回

井
原
町
大
運
動
会
が
三
年
連
続

雨
天
中
止
と
な
り
、
翌
々
日
の

二
十
四
日
、
井
原
小
学
校
は
単

独
で
運
動
会
を
開
催
し
た
。

夜
明
け
前
ま
で
降
っ
て
い
た

雨
の
た
め
、
当
日
も
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
今
ひ
と

つ
だ
っ
た
が
、
児
童

や
園
児
ら
は
元
気
い

っ
ぱ
い
。
応
援
に
駆

け
つ
け
た
家
族
ら
の
声
援
を
う

け
な
が
ら
、
騎
馬
戦
や
玉
入
れ

な
ど
の
演
技
を
楽
し
ん
だ
。

幼
稚
園
児
は
遊
戯
や
保
護
者

ら
と
「
な
か
よ

く

ダ

ッ

シ

ュ
！
」
な
ど
に

出
場
。
五
・
六

年
の
四
色
対
抗

リ
レ
ー
で
は
、

皆
が
優
勝
を
目

指
し
て
巧
み
な

バ
ト
ン
パ
ス
を

繰
り
広
げ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

毎
年
盛
り
上
が
る
地
区
対
抗

リ
レ
ー
は
、
倉
掛
夏
目
チ
ー
ム

の
一
年
丸
山
颯
太
君
が
好
ス
タ

ー
ト
。
中
盤
二
位
に
後
退
し
た

も
の
の
、
六
年
掛
橋
伊
織
君
が

再
び
先
頭
を
奪
う
と
、
同
西
村

荘
太
郎
君
＝
写
真

左
＝
は
そ
の
差
を

広
げ
一
着
で
ゴ
ー

ル
イ
ン
。
倉
掛
と
夏
目
の
テ
ン

ト
は
拍
手
と
歓
声
で
沸
き
返

り
、
選
手
の
快
走
を
讃
え
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
日
帰
り
研

修
旅
行
が
五
月
十
一
日
に
あ

り
、
三
十
人
が

参
加
し
た
。

一
行
を
乗
せ

た
バ
ス
は
午
前

十
時
半
頃
に
世

羅
町
の
花
夢
の

里
ロ
ク
タ
ン
へ

到
着
。
さ
っ
そ

く
園
内
へ
入
る

と
迎
え
て
く
れ

た
の
は
八
十
万

株
の
芝
桜
。
そ
の
美
し
さ
に
思

わ
ず
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
人

も
。
続
い
て
せ
ら
夢
公
園
（
せ

ら
ワ
イ
ナ
リ
ー
）
へ
移
動
し
、

昼
食
を
と
り
な

が
ら
懇
親
を
深

め
た
。
帰
り
は

甲
山
い
き
い
き

村
と
ゆ
り
園
へ

立
ち
寄
り
、
車

内
で
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
午
後
四

時
前
に
井
原
へ

戻
っ
た
。

参
加
者
ら
は
「
地
元
の
皆
さ

ん
と
有
意
義
な
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。
役
員
の
方
々
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 平成23年６月15日発行 第87号

6/19  少年団・学区球技大会

6/23  サロンふれあい交流会

午前10時～（つどえ～る）

7/ 3  消防団第３部試運転日

7/ 9  資源の日 古紙・古着類回収

7/16  自治連合会防犯パトロール

7/23～24 倉掛少年団キャンプ

星の郷ふれあいセンター

（美星町）

7/25  ラジオ体操 ※7/25～8/7

6：30～ （郷社境内）

8/ 6  井原市夏まつり

8/ 7  倉掛少年団・清掃奉仕作業

7：00～ （倉掛公園）

8/ 7  井原市納涼花火大会

8/13  自治連合会防犯パトロール

8/14  井原町盆踊り大会（井原小）

9/17～19 倉掛山岳会

久住山～阿蘇火口登山

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

■犬のフンの放置は条例違反です

犬のフンを放置し、市の勧

告等に従わないときは、「井

原市環境美化条例」により、

３万円以下の罰金に処せられ

ることがあります。道路・公園等での散歩など

の際には、犬が排せつしたフンは、責任をもっ

て持ち帰りましょう。

■ごみ収集日の変更

◎ 平成２３年５月１日よりゴミ収集日変更

【倉掛地区の収集日】 ※年末年始は除く

燃やすごみ‥‥‥毎週 火曜日・金曜日

資源ごみ‥‥‥‥第１・３・４ 水曜日

燃やさないごみ‥第２・５ 水曜日

（収集日が祝日の時も通常どおり収集）

井原市役所 環境課 62-9515

サ
ロ
ン
あ
す
は
日
帰
り
旅
行

倉 掛 ほ っ と 情 報

地区対抗リレーで優勝

井
原
小
学
校
運
動
会

「来てよかった」と笑顔の参加者＝世羅町・花夢の里ロクタン

頑張る江草さん親子＝なか
よくダッシュ！

夏の猛暑に

備え、アサガ

オやヘチマ、

ゴーヤーな

ど、つるが伸

びる植物を植

えて直射日光をさえぎる「緑のカ

ーテン」が注目を集めています。

緑葉は目にも優しく二酸化炭素

を吸収します。エアコンの電気代

が安くなるだけでなく、品種を選

べば収穫の喜びも…。また、根か

ら吸い取った水分を蒸発させる

“蒸散作用”は、打ち水と同じ効

果があります。身近な環境対策と

して取り組み、コンテストに応募

してみませんか。

つどえ～るの事務局で受け付けています。

◇ ◇

【審査】９月初旬に写真をつどえ～るへ展示

して１０月中旬に表彰します。

【登録】つどえ～る事務局 ※ 無料

井原市井原町352-1 (TEL62-9090)

【主催】100万人のキャンドルナイトin井原

駅実行委員会

村上至穏君 大坪楓季君

日時 ６月２３日 10：00～

場所 つどえ～る

内容 薬と健康講座 ※無料

（柏餅づくり）

講師 岡田 琭三郎 氏

サロンふれあい交流会


